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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

（16）千葉港　～活気あふれる海へのアクセス～

基本方針
・水と緑の魅力的な海の玄関口

1）水域の概要

(備考)町丁名の後ろの＊は、2つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。

・鉄鋼・電力・食品関係等の大規模工場が数多く立地しているほか、千葉みなと駅から中央港のポー
トパークにかけては、緑地（公園）や人工海浜が整備されています。

・千葉ポートパークでは、毎年、8月の第1土曜日に「千葉市民花火大会」が開催されており、多く
の市民で賑わいます。

・寒川神社では、近年途絶えていた｢御浜下り｣（神輿を担ぎ海へ入る儀式）が復活し、毎年8月19
～21日には「夕星（ゆうづつ）の祭典」が開催されます。

・平成22年7月末現在、水域内の人口は約130,800人、世帯数は約61,100世帯です。（推計値）

対象区域位置図

①千葉港
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水域の概要と水環境の現状

①



127

蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

2）水環境の現状

■水生生物の生息・生育状況

【魚　類】
平成16 年度は5種、平成20 年度は25 種が確認されましたが、重要種※は確認されませんで

した。魚類は、イワシ類やスズキなどの遊泳魚を中心に確認され、ハゼ類等の底生魚の確認種は少
ない状況です。千葉港内の底質はヘドロ質で硫化水素臭を呈しており、底生魚にとっての生息環境
は、厳しい状態にあると言えます。

【底生生物】
平成16 年度2種、平成20年度は確認種がありませんでした。重要種は確認されていません。

いずれの年においても、底質はヘドロ質で、底生生物の生息環境は厳しい状態にあると言えます。
◇底生生物による生物学的水質判定
底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成16 年度の春季は2種が確認され、強汚濁海底

と判定されましたが、その他の調査では、底生生物は確認されず、無生物海底でした。

【その他】
蘇我緑地はコアジサシの飛来地となっています。

生物学的水質判定結果模式図（千葉港）

千葉港で確認された水生生物

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載され、千葉市の保護上重要な野生生物のことをいいます。

注）太字は指標生物を示します。

（16）千葉港
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

■水質･流量等の状況
【海域の水質】

新港コンビナート湾内のＣＯＤ（化学的
酸素要求量）年平均値は、平成10年度以降、
横ばいの傾向を示しており、3 . 0～
4.1mg/Lの範囲で推移しています。前計画
目標値の3ｍｇ／Lをわずかに上回ってお
り、水質改善に向けた取り組みが必要です。

【生活排水処理形態別人口】
平成21年度における処理形態別の水域人

口の割合は、下水道処理人口が約99%とな
っており、大部分が下水道で処理されてい
ます。

1）生物指標

2）物理環境

3）水質・流量

望ましい水環境の姿

注）汲取…汲み取り
単独…単独処理浄化槽
合併…合併処理浄化槽
下水…公共下水道
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

1）いろいろな水辺の生き物の保全

・千葉ポートパークの人工海浜を保全することにより、鳥類、魚類、底生生物等の多様な生物が生息
可能な場を創出し、生態系の回復に努めます。

2）親しみのもてる水辺の創出

・千葉港のシンボルパークとして整備され、人工海浜もある千葉ポートパークを市民の憩いの場とし
て、適切に維持管理します。

3）ゆたかな流れ（水量）の確保

・市民の森（松ヶ丘、石橋山）において、市民との連携による維持管理を実施します。

・雨水排水の流出抑制及び地下水のかん養を図るために、雨水浸透ます等の設置を推進します。

・新港横戸町線の整備にあたり、緑化を推進します。

4）きれいな水（水質）の保全

・公共下水道の整備及び接続の指導を推進します。

・「化学的酸素要求量、窒素含有量およびりん含有量に係る総量削減計画」に基づく総量規制を推進
します。

・千葉港沿岸の大規模工場･事業場に排水規制の遵守を指導します。

・合流式下水道（汚水と雨水を1本の管で集めるシステムの下水道）の改善対策の一環として、浸水
対策を兼ね備えた貯留管を整備し、降雨時に未処理下水を一時的に貯めることで河川への放流水質
や放流量のピークを抑制します。

・船舶から発生するバラスト水、またはビルジの処理を推進（油濁防止事業）します。

・油等の流出事故による海洋汚染を防止するための資材（オイルフェンス等）を確保します。

目標達成のための取組み

主な施策

（16）千葉港
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

（17）いなげの浜～幕張の浜　～豊かな水と開放的な水辺～

基本方針
・緑あふれる憩いとレクリエーションの水辺

1）水域の概要

(備考)町丁名の後ろの＊は、2つ以上の水域にまたがっている町丁を示します。

・いなげの浜、幕張の浜、検見川の浜と3つの人工海浜が造成されています。いなげの浜は海水浴場
として利用されており、東京湾再生推進会議のアピールポイントとなっています。また、稲毛海浜
公園は千葉県指定の東京湾アピールポイントになっています。

・当該水域には、大型住宅団地や下水場処理場等が立地しています。さらに、幕張臨海部は、幕張新
都心に代表されるように開発が進められています。

・平成22年7月末現在、水域内の人口は約133,300人、世帯数は約55,500世帯です。（推計値）

対象区域位置図

①いなげの浜 ②検見川の浜

③幕張の浜

蜷 （
1
7
）
い
な
げ
の
浜

～
幕
張
の
浜

水域の概要と水環境の現状

①

②

③
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

2）水環境の現状

■水生生物の生息・生育状況

【魚　類】
平成16年度は31種、平成20年度は31種が確認されました。このうち重要種※は、ウナギが確

認されました。確認種としては、イワシ類やスズキなどの遊泳魚の他にも、ホウボウやマゴチ、ハ
ゼ類、カレイ類などの底生魚が確認され、魚類の生息環境は比較的良好であると言えます。

【底生生物】
平成16年度は25種、平成20年度は12種確が認されましたが、重要種は確認されませんでし

た。確認種をみると、平成16年度の調査では環形動物、軟体動物、節足動物、腔腸動物、紐形動
物、線形動物の6動物門が確認されましたが、平成20年度には環形動物と線形動物の2動物門しか
確認されず、確認種数が減少しています。
◇底生生物による生物学的水質判定
底生生物による生物学的水質判定を行うと、平成16年度及び平成20年度春季ともに、弱汚濁海

底の判定となりました。しかし、平成20年度秋季は、強汚濁海底の判定となりました。

【その他】
検見川の浜では、市の鳥であるコアジサシの飛来が毎年確認されています。

生物学的水質判定結果模式図（いなげの浜～幕張の浜）

幕張の浜地先で確認された水生生物

※重要種
環境省や千葉市のレッドリスト等に記載され、千葉市の保護上重要な野生生物のことをいいます。

注）太字は指標生物を示します。

（17）いなげの浜～幕張の浜
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

■水質･流量等の状況

【海域の水質】
幕張の浜地先のＣＯＤ（化学的酸素要求

量）年平均値は、平成10年度以降、ほぼ横
ばいの傾向にあり、3.0～5.3mg/Lの範囲
で推移しています。前計画目標値の
3.0mg/Lをやや上回っており、水質改善に
向けた取り組みが必要です。

【生活排水処理形態別人口】
平成21年度における処理形態別の水域人

口の割合は、下水道処理人口が約99%とな
っており、大部分が下水道で処理されてい
ます。
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2）物理環境
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3）水質・流量
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望ましい水環境の姿

注）汲取…汲み取り
単独…単独処理浄化槽
合併…合併処理浄化槽
下水…公共下水道
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蚪千葉市水環境保全計画 第4章　水域区分ごとの取組み蚪

1）いろいろな水辺の生き物の保全

・検見川の浜ではコアジサシの飛来が確認されていることから、ふれあい自然観察会等を積極的に開
催し、人と生き物とのふれあい意識の醸成・啓発に努めます。

2）親しみのもてる水辺の創出

・検見川の浜では遊歩道等の整備を実施し、市民が親しみのもてる海辺の創出に努めます。

・人工海浜は浸食や流動化等が起こりやすいことから、継続した調査を実施し、環境の保全に努めま
す。

3）ゆたかな流れ（水量）の確保

・稲毛海浜公園等の公園・緑地の維持管理や整備に努め、豊かな地下水を育むかん養域の確保を図り
ます。

4）きれいな水（水質）の保全

・公共下水道を整備し、接続の指導をします。

・「化学的酸素要求量、窒素含有量およびりん含有量に係る総量削減計画」に基づく総量規制を推進
します。

・稲毛海浜公園のヨットハーバー周辺の浚渫を実施します。

目標達成のための取組み

主な施策

（17）いなげの浜～幕張の浜




